
１月１９日（日） 
 
 

きてみよう 

帽子デザイナー河原雅子さん制作の

 ＜十力の金剛石＞にちなんだ 

おいしい のおみやげ  があります。 

 

お席を用意しますので予約をお願いします 

北杜市教育委員会、保阪嘉内・宮沢賢治アザリア記念会 後援 

十力
の金剛石

霧や虹のアイデア募集！ スタッフ・出演者募集！

明野子ども美術館の手仕事講座にお出かけください

             
 

 

第２６回 

 

 

会場    須玉ふれあい館 展示室
参加費   子ども 無料  おとな３００円      定員 ５０人 
 

第一部  １４：００～1４：３０ 賢治童話のたのしいお話し ミニ講演 「十力の金剛石＞ 
                

横山英行さん「宮澤賢治が聴いたクラシック」編集者・宮澤賢治研究家 

第二部  １４：４０～１６：００ 観客参加型劇 宮澤賢治作 衣装をつけてお話の世界へ 

出演 朗読 永田京子さん     歌 野呂瀬加奈さん    ほか 

    溝口朗読サークル代表     ボイストレーナー     
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
今までの劇にちなんだおかし 
 
 
 
 
カリメラ 
かえるのパウンドケーキ 
マントヴァ風ぽろぽろトルタ 
又三郎のマント 

今までの色々な衣装  ゴーシュ・注文の多い料理店・鹿 
 
 
 

「第２６回 明野子ども美術館の賢治祭」にむけて、宮沢賢治作＜           ＞を 

もとにした朗読体験・料理教室・からくりおもちゃや工作・帽子作りなどの手仕事講座をとおして、

お話を 心と五感であじわっていきます。 
 
 

2025 年 1 月 19 日（日）の劇でも使う まわるからくりはちどり・

うめばちそう・レインスティック・ふりそそぐ宝石の結晶・・5 月から着々と、10 月の手仕事講座を中心に

とりくみます。 

宮澤賢治が愛した豊かな自然環境を象徴するりんどう・うめばちそう・とうやく・すずらんなど

お話に登場する花々は、数を減らしているのが残念ですが、明野近隣も含め、いまも豊かな山野

に自生しています。思いをはせてつくってみましょう。本物にも出会いたいものですね。 
 
 
 
                        

２０２５年 


